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１．問題と目的

1-1．多声的ビジュアル・エスノグラフィーの特徴
　近年，日本では，多声的ビジュアル・エスノグラ
フィーを用いた国内外の研究が幼児教育学分野を中心
に紹介されている。例えば，Burke & Duncan（2015）
は，日本とニュージーランドの就学前施設を対象に，
幼児期の子どもの身体が社会や文化によって作り出さ
れる隠れた習慣，価値観，行動様式などの影響を受け
ていることを明らかにする。Hayashi & Tobin（2015）
と林（2019）は，日本の保育者が子どもたちの社会性
や情緒の発達をどのように支えているのかについて，
文化的信念や文化的実践に注目し，明示的なもの，暗
黙的なもの，言葉に表せないものなど実践の様子を可
視化して示している。
　多声的ビジュアル・エスノグラフィーとは，文化人
類学者ジョセフ・トービン氏（Joseph Tobin）によっ

て開発された研究方法論であり，これを用いた研究成
果として出版された“Preschool in Three Cultures”

（Tobin, Wu & Davidson, 1989）や，その続編であ
る“Preschool in Three Cultures Revisited”（Tobin, 
Hsueh & Karasawa, 2009）が有名である。この研究は，
日本，米国，中国の就学前施設における「典型的な一
日」（typical day）の映像を作成し，それを視聴した
保育者の語りを収集することで，それぞれの国の文化
を映し出した幼児教育の営みを検討したものである。
　多声的ビジュアル・エスノグラフィーの特徴につい
て，日本では，次の指摘がなされている。例えば，野
口（2007）は，教師が子どもとかかわる際の間（ま），
テンポ，タイミング，表情，立ち位置など，言語化や
明示化が難しい無意識の行為や，暗黙的で身体的な知
を捉える上で有効であることを指摘する。野澤・井庭・
天野・若林・宮田・秋田（2018）は，熟達者（expert）
が有する実践に関する知性など，実践知を検討するた
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めの代表的な手法の一つであることを指摘する。この
ように多声的ビジュアル・エスノグラフィーは，内面
化され可視化されにくいものを探るための研究方法論
であることが特徴の一つと考えられる。
　また，清水（2009）は，従来主流だった古典的エス
ノグラフィーは，研究者がフィールドでの観察を記録
し解釈することが中心であるのに対して，この研究方
法論の場合，フィールドの出来事を映像で示し，そこ
で生活する人々にコメントしてもらうことで，エスノ
グラフィーの権限を彼（女）らにも与えていることを
指摘する。中坪（2018）は，当該文化の成員の考えを
描写するために，研究者がフィールドの出来事を撮影
した映像を介して彼（女）らの見解を記述すること，
その際，当該文化の成員だけでなく，フィールド内外
の様々な人々の多声（Multi-vocal ≒異なる見方）を
重ね合わせることで，民族誌的記述を紡ぎ出している
ことを指摘する。このように多声的ビジュアル・エス
ノグラフィーは，映像を Cue（刺激媒体）として，フィー
ルド内外の人々の異なる見識を引き出すための研究方
法論であることが特徴の一つと考えられる。
1-2．多様に援用される多声的ビジュアル・エスノグ

ラフィー
　上記の特徴を有する多声的ビジュアル・エスノグラ
フィーは，今日では，国内外の研究者の注目を集め，
フィールドに根ざした研究方法論として多様に援用さ
れている。その際，研究方法論の呼称についても，例
えば，国内では「多声的ビジュアル・エスノグラフィー」

（野口 , 2007），「映像を手がかりとした多声的な比較
文化エスノグラフィー」（トービン , 2006）など，欧
米では“video-cued multivocal ethnography（VCE）”

（Tobin, 2019; Ferri, 2007; Karshi & Allexsaht-Snider, 
2015; McManus, Payne, Lee, Sachdeva, Falkner, 
Colegrove & Adair, 2019; Xiao, 2018），“Tobin 
Method”（White 2010）などとも称されている。 
　研究方法論としての多声的ビジュアル・エスノグラ
フィーをめぐっては，“Preschool in Three Cultures”
のレビューに関する論文（Bjork, 2009）や，データ収
集について論じた論文（Adair & Kurban, 2019）など
はあるものの，国内外の研究者にどのように援用され
ているのかについて検討した研究は見当たらない。
1-3．本研究の目的
　本研究の目的は，多声的ビジュアル・エスノグラ
フィーが国内外でどのように援用されているのかを概
観することで，研究方法論としての可能性と課題につ
いて検討することである。
　本研究がこの点を検討することには，次の意義があ
ると考える。第一に，多声的ビジュアル・エスノグラ

フィーがどのような研究を行う上で適しているのかを
示すことができる。第二に，これから多声的ビジュア
ル・エスノグラフィーの援用を考えている初学者に向
けて，研究を行うための有益な情報を提示することが
できる。
　なお，呼称について本研究では，多声的ビジュアル・
エスノグラフィーとする。

２．研究方法

2-1．文献収集の手順
　本研究では，著書や学位論文などを除き，多声的ビ
ジュアル・エスノグラフィーを用いた学術論文を対象
に文献を収集した。その際，EBSCO（EBSCOhost），
ERIC（Educational Resources Information Center），
CiNii（国立情報学研究所），中国知网のデータベース
を用いた。
　具体的には，英語文献の場合，“Tobin” “Multi-vocal 
Visual Ethnography”のキーワードを用いて Google 
Scholar で検索したところ52件がヒットした。日本語
文献の場合，「映像を用いた多声的エスノグラフィー」

「ビジュアルエスノグラフィー」「映像／エスノグラ
フィー」「多声的エスノグラフィー」のキーワードを
用いて CiNii（国立情報学研究所）で検索したところ
26件がヒットした。中国語文献の場合，「多重声音民
族志」「用录像引发的多重解释比较民族志研究法」「多
重解释比较民族志」のキーワードを用いて中国知网で
検索したところ23件がヒットした。
　これらの多くは，概ねここ10年程度に発表されたも
のであったことから，2010年頃以降で入手可能な文献
を対象とした。また，トービンが開発した研究方法論
であることを明示した（彼の論文が引用された）文献
を対象とした。なお，本研究の目的に鑑みて，トービ
ン自身が著者となっている文献は，レビューの対象か
ら除外した。最終的に分析の対象とした文献は，英語
10件，日本語10件，中国語３件，計23件である。
2-2．収集した文献の分析視点
　収集した文献について，Microsoft Excel を用いて，
著者，出版年，文献タイトル，掲載雑誌名，研究目的，
研究方法，分析方法，研究結果，課題と限界などを入
力することで内容を把握するとともに，次の分析視点
に基づいて検討した。
　第一に，収集した文献は，何を明らかにしているの
かという視点である。この点を精査するために，（1）
態度，行動様式，習慣など，外面化されていて可視化
可能なもの（以下「見えるもの」と表記）を明らかに
しているのか，（2）価値観，信念，実践知など，内面



─ 215 ─

研究方法論としての多声的ビジュアル・エスノグラフィーの可能性と課題

化されていて可視化が難しいもの（以下「見えないも
の」と表記）を明らかにしているのか，（3）その両方
を明らかにしているのかに区別して分類した。
　第二に，収集した文献は，幾つの国を対象としてい
るのかという視点である。この点を精査するために，

（1）トービンと同様に，複数の国を対象とした比較文
化研究なのか，（2）一ヵ国のみを対象とした研究なの
かに区別して分類した。
　第三に，収集した文献は，多声的ビジュアル・エス
ノグラフィーを行うにあたって，何を Cue（刺激媒体）
としてフィールド内外の人々の語りを引き出している
のかという視点である。この点を精査するために，（1）
トービンと同様に，映像を使用しているのか，（2）映
像以外のメディアを使用しているのか（その場合，メ
ディアは何か）に区別して分類した。
　第四に，収集した文献における Cue（刺激媒体）は，
どのような内容なのかという視点である。この点を精
査するために，（1）トービンと同様に，「典型的な一日」

（typical day）を使用しているのか，（2）それとは異
なる内容かに区別して分類した。
　第五に，収集した文献は，どの学問分野で用いられ
ているのかという視点である。この点を精査するため
に，（1）文化人類学者のトービンが幼児教育学分野の
研究を行ったのと同様に，文化人類学，幼児教育学，
教育学分野なのか，（2）それとは異なる学問分野なの
かに区別して分類した。

３．結果と考察

　上記の分析視点に基づいて共同研究者間で精査した
ところ，多様に援用される多声的ビジュアル・エスノ
グラフィーの具体について，次の点が見出された。
3-1．「見えないもの」を捉える多声的ビジュアル・エ

スノグラフィー
　収集した23件について，何を明らかにしているの
かという視点で検討したところ，「見えるもの」のみ
を明らかにした研究は０件，「見えないもの」のみを
明らかにした研究は13件（e.g. Liu, 2019; Camphell & 
Valauri, 2019），「見えるもの」と「見えないもの」の
両方を明らかにした研究は10件（e.g. Lamorey, 2017; 
Henward, Turituri & Tauaa, 2019）であった。この
ことから多声的ビジュアル・エスノグラフィーは，
フィールド内外の人々が「なんとなくそう感じる」と
いうような心の中に秘められており言語化することが
難しい感情，思考，価値観，信念など，「見えないもの」
を捉えるために援用されていることが分かった。以下，

「見えないもの」を捉えた研究について概観する。

　砂上・秋田・増田・箕輪・中坪・安見（2015）は，
幼稚園の片付け場面を対象に，保育者の実践知を明ら
かにする。戸外と室内で子どもたちが片付ける様子を
映し出した映像をもとに，それを視聴した保育者の語
りを収集することで，状況的で潜在的な特性を有する
保育者の実践知を可視化している。
　芦田・秋田・鈴木・門田・野口・小田（2006）は，
日本と独国の就学前施設を対象に，子どもたちのまま
ごと遊び，トランポリン遊び，彫刻遊びなどの映像を
もとに，両国の保育者の保育観を比較する。その結果，
両国とも子どもの主体性，自主性を尊重することに好
意的であること，独国の保育者の場合，自己決定が重
視されること，子どもたちの安全確保が前提にあるこ
と，伝統的な性役割に対する意識が強いことなどを明
らかにしている。
　Lamorey（2017）は，トルコと米国の幼児教育プロ
グラムにおいて，家庭訪問者（home visitors）が子
どもと保護者の家庭を訪問する様子を映し出した映像
をもとに，両国における家庭訪問をめぐる文化的な価
値観や信念の差異について検討する。トルコの場合，
家庭訪問者はビジネススーツを着用して家庭訪問する
のに対して，米国の場合，カジュアルな服装で子ども
や保護者とかかわっており，家庭訪問者としての役割
をめぐる文化的差異を可視化している。
　多声的ビジュアル・エスノグラフィーは，先行研究
でも暗黙の思考を可視化するツールとしての機能が指
摘されており（e.g. Adair & Kurban 2019），本研究
の結果もこれを裏付けるものである。「見えないもの」
を捉える研究を行う上で，多声的ビジュアル・エスノ
グラフィーが援用されていることが分かる。
3-2．一つの国の異なる見識を捉える多声的ビジュア

ル・エスノグラフィー
　収集した23件について，幾つの国を対象としている
のかという視点で検討したところ，複数の国を対象と
した比較文化研究は９件（e.g. Nah & Waller, 2015），
一ヵ国のみを対象とした研究は14件（e.g. Karsli & 
Allexsaht-Snider, 2015）であった。このことから多声
的ビジュアル・エスノグラフィーは，開発者のトービ
ンが示した比較文化研究に留まらず，今日では一ヵ国
のみを対象とした研究方法論としても援用されている
ことが分かった。以下，それぞれの研究について概観
する。
　複数の国を対象とした比較文化研究では，トルコと
米国（Lamorey, 2017），英国と韓国を対象とした研
究（Nah & Waller, 2015），米国，豪国，ニュージー
ランドを対象とした研究（McManus, Payne, Lee, 
Sachdeva, Falkner, Colegrove & Adair, 2019）など，
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多岐に渡って行われていた。他方，一ヵ国のみを対象
とした研究では，日本を対象とした研究（６本）（e.g. 
香曽我部・秋田・伏見・奥山 , 2008），米国を対象と
した研究（３本）（e.g. Henward, Turituri & Tauaa, 
2019），中国を対象とした研究（２本）（e.g. 朱 , 2008）
が主に行われていた。
　一ヵ国のみを対象とした研究は，日本，米国，中国
が中心であり，トービンが研究対象とした国と一致す
る。これはおそらく偶然ではなく，彼の研究方法論が
三カ国においてインパクトを与えている可能性が考え
られる。今日の多声的ビジュアル・エスノグラフィー
は，複数の国をまたがる比較文化研究としてだけでな
く，一つの国の中で，態度，行動様式，習慣，価値観，
信念，実践知などが異なる人々の見識を捉える研究方
法論としても援用されていることが分かる。
3-3．新たなCue（刺激媒体）の援用が試みられる多

声的ビジュアル・エスノグラフィー
　収集した23件について，何を Cue（刺激媒体）と
してフィールド内外の人々の語りを引き出しているの
かという視点で検討したところ，映像を用いた研究が
21件（e.g. McManus, Payne, Lee, Sachdeva, Falkner, 
Colegrove & Adair, 2019），映像と写真を併用して用
いた研究が１件（Nah & Waller, 2015），Web サイト
を用いた研究が1件（中坪・秋田・砂上・高木・辻谷・
箕輪 , 2018）であった。このことから多声的ビジュア
ル・エスノグラフィーは，多くがトービンと同じよう
に映像を Cue（刺激媒体）としていることが分かった。
その理由として映像は，他のメディアよりも多くの情
報が含まれること，視聴者を引き付ける要素があるこ
と，分かりやすいこと，印象に残ること，五感を刺激
することなどが考えられる。映像は，フィールド内外
の様々な人々の多声を引き出す Cue（刺激媒体）とし
ては，最も適していると言えよう。そのような中，以
下では Web サイトを用いた研究について概観する。
　中坪・秋田・砂上・高木・辻谷・箕輪（2018）は，
幼稚園長が自園の Web サイトに掲げる「こどものつ
ぶやき」をもとに，日本と米国の保育者の語りを収集
することで，日米の幼児教育に潜在する社会・文化的
習慣や認識の差異を明らかにする。たとえ映像よりも
限られた情報の Web サイトであっても，「こどもの
つぶやき」を掲げることの意味をめぐって，日米の保
育者の異なる見解を浮き彫りにしており，映像以外の
新たな Cue（刺激媒体）の援用が試みられている。
　多声的ビジュアル・エスノグラフィーは，映像を中
心的な Cue（刺激媒体）としながらも，それ以外の新
たな援用も見られることから，今後は，写真や Web
サイトなどの使用が，映像と比べてどのように異なる

語りを引き出すのかの検討が待たれるところである。
3-4．多様な内容のCue（刺激媒体）で構成される多

声的ビジュアル・エスノグラフィー
　収集した23件について，使用される Cue（刺激媒
体）はどのような内容なのかという視点で検討したと
ころ，トービンと同様に，就学前施設における「典
型的な一日」（typical day）の映像を Cue（刺激媒
体）とした研究が２件（e.g. Liu, 2019），それとは異
なる内容を Cue（刺激媒体）とした研究が20件（e.g. 
Campbell & Valauri, 2019），内容の詳細が記載されて
いない研究が１件（黄・赵・奥尔加 , 2019）であった。
このことから多声的ビジュアル・エスノグラフィーは，

「典型的な一日」（typical day）に留まらず，多様な内
容で構成される Cue（刺激媒体）が用いられているこ
とが分かった。以下，多様な内容の Cue（刺激媒体）
に関する幾つかの研究を概観する。
　Karshi & Allexsaht-Snider（2015）は，就学前施設
を対象に，子どもたちが算数に関する遊びに参加して
いる様子，パズルを完成させたり，小さな立方体を使っ
て遊んだり，材料を並べ替えたり，算数カードに取り
組んだりしている映像を Cue（刺激媒体）として，幼
児期における算数的な活動の意味を保護者がどのよう
に捉えているのかを明らかにする。
　König & Aalsvoort（2009）は，蘭国と独国の保育
者を対象に，両国の幼稚園における自由遊びなどの映
像に加えて，芦田・秋田・鈴木・門田・野口・小田（2006）
の研究で使用された，日本の子どもたちのままごと遊
びやトランポリン遊びの映像を Cue（刺激媒体）とし
て用いる。蘭国と独国の文化や社会システムが類似す
ることから，それとは異なる文化である日本の映像を
介して，両国の保育者の語りを引き出している点が特
徴的である。
　Aalsvoort, Prakke, König & Goorhuis（2010） は，
蘭国と独国の保育者と学生を対象として，König & 
Aalsvoort（2009）と同様の理由で，蘭国と独国に加
えて日本の幼稚園における保育者と子どもの映像を
Cue（刺激媒体）の内容として使用している。
　安達・サトウ・日高（2011）は，筋萎縮性側索硬化
症（ALS：Amyotrophic Lateral Sclerosis）患者のま
ばたきや些細な表情の変化と，それに応答するヘル
パーや看護師とのコミュニケーションの様子に関する
内容の映像を使用している。
　他にも Nah & Waller（2015）は，英国と韓国の就
学前施設において典型的な野外遊びの映像を，杨川杨川

（2014）は，４歳児の子どもが懲罰を受ける場面の映
像を，山田・砂上（2020）は，子どもが行う「イヤイヤ」

「ダメ」に対する保育者の対応に関する映像を，それ
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ぞれ Cue（刺激媒体）として使用している。また，既
述したように，「こどものつぶやき」が記された Web
サイトを Cue（刺激媒体）とする研究もある（中坪・
秋田・砂上・高木・辻谷・箕輪 , 2018）。
　多声的ビジュアル・エスノグラフィーは，今日では
多様な内容の Cue（刺激媒体）が援用されており，い
ずれも見る側にとって印象的であり，感情を喚起する
ものであることが分かる。
3-5．医学や看護学分野でも援用される多声的ビジュ

アル・エスノグラフィー
　収集した23件について，どの学問分野で用いられて
いるのかという視点で検討したところ，文化人類学，
幼児教育学，教育学分野の研究が21件（e.g. Nah & 
Waller, 2015），それとは異なる学問分野の研究が２件
であった。具体的には，医学や看護学分野で援用され
ていた（朱 , 2008；安達・サトウ・日高 , 2011）。以下，
該当する研究を概観する。
　朱（2008）は，ベテラン医者，新任医師，医大生，
患者を対象に，彼（女）らが今日の医療技術をどのよ
うに捉えているのかを検討する。その結果，技術の急
速な発展に対する驚きや，診察過程の繁雑さなどから
人が弱くなったと感じるなど，医療技術の発展を必ず
しも肯定的な印象のみで捉えているわけではないこと
を明らかにする。
　安達・サトウ・日高（2011）は，筋萎縮性側索硬化
症（ALS）患者，ヘルパー，看護師を対象に，文字盤
等のコミュニケーションエイドが用いられない場面に
おいて，患者と周囲の非患者との間に生じるコミュニ
ケーションの実態を検討する。
　多声的ビジュアル・エスノグラフィーは，文化人類
学者のトービンが就学前施設を対象として行った研究
方法論であることから，文化人類学，幼児教育学，教
育学分野の研究で数多く援用されていることが改めて
示された。その一方で，医学や看護学分野で援用され
ていることは興味深い。今後，多様な学問分野への発
展を予見するものである。

４． 総合考察

　多様に援用される多声的ビジュアル・エスノグラ
フィーの具体を概観したところ，次の５点が明らかに
なった。（1）価値観，信念，実践知など「見えないもの」
を捉える研究方法論として援用されていること，（2）
複数の国をまたがる比較文化研究としてだけでなく，
一つの国の中で異なる見識を捉える研究方法論として
援用されていること，（3）映像を中心的な Cue（刺激
媒体）としながらも，それ以外の新たな援用も試みら

れていること，（4）「典型的な一日」（typical day）の
映像だけでなく，多様な内容の Cue（刺激媒体）で構
成されていること，（5）文化人類学，幼児教育学，教
育学分野だけでなく，医学や看護学分野でも援用され
ていることである。
　以上の結果を踏まえ，研究方法論としての多声的ビ
ジュアル・エスノグラフィーの可能性と課題について
検討する。
4-1．多声的ビジュアル・エスノグラフィーの可能性
　多声的ビジュアル・エスノグラフィーの可能性とし
て，次の点を挙げることができる。第一に，たとえ個
人研究であっても，複数の国をまたがる比較文化研究
や，一つの国の中で異なる見識を捉える研究が可能と
なることである。多声的ビジュアル・エスノグラフィー
では，Cue（刺激媒体）を介して様々な人々の態度，
行動様式，習慣，価値観，信念，実践知などを捉えて
記述する。そこでは，何を Cue（刺激媒体）とし，ど
のような人々の語りを収集しようとするのかが定まれ
ば，個人であっても多岐に渡るデータ収集が可能とな
る。本研究では触れることができないが，大学院生の
修士論文や博士論文作成における研究方法論としての
使用も広がっている点は注目に値する。
　第二に，古典的エスノグラフィーとは異なり，一定
の期間をかけてフィールドワークを行い，当該文化の
成員と寝食を共にしなくても，民族誌的記述が可能と
なることである。確かにトービンの研究では，Cue（刺
激媒体）の作成のためにフィールドワークが行われ，
膨大な映像データが収集されている。他方，多様な内
容の Cue（刺激媒体）で構成される研究の中には，テ
レビ番組や市販の映像を使用した研究（e.g. 山田・砂
上 , 2020），幼稚園の Web サイトを使用した研究（中
坪・秋田・砂上・高木・辻谷・箕輪 , 2018）など，研
究者のフィールドワークに基づかない研究も散見され
る。多声的ビジュアル・エスノグラフィーが多様に援
用される背景には，この点が影響していることが考え
られる。
　第三に，医学や看護学分野でも援用されていること
からも分かる通り，今後は，より多様な学問分野への
発展可能性があることである。（1）個人研究において
も使用できること，（2）必ずしもフィールドワークを
必要としないこと，（3）「見えないもの」を捉えるた
めの優れた研究方法論の一つであること，（4）一つの
国の中で異なる見識を捉える研究方法論としても用い
られることなどの特徴を踏まえると，多声的ビジュア
ル・エスノグラフィーは，その援用において発展可能
性に満ちていることが分かる。
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4-2．多声的ビジュアル・エスノグラフィーの課題
　多声的ビジュアル・エスノグラフィーの課題として，
次の点を挙げることができる。第一に，この研究方法
論では，例えば，保育者が子どもに対応する様子や，
筋萎縮性側索硬化症（ALS）患者にヘルパーや看護師
が応答する様子など，ある文化に属する人々の態度，
行動様式，習慣などを映し出した映像をもとに，フィー
ルド内外の人々の語りを収集する。そこでは，特に
フィールド外の人々が映像を視聴する際，場合によっ
ては，映像中の人々の言動に過度に影響を受け，それ
を模範のように捉えてしまい，結果として，自らの言
動を改めようとすることが希に生じる。もちろん，映
像の視聴を契機に，自らの言動を反省し改善すること
も大切である。とは言え，自らの態度，行動様式，習
慣は，その人が属する文化に基づいたものであり，そ
れを否定する必要はまったくない。多声的ビジュアル・
エスノグラフィーを用いる上で研究者は，この点を頭
の隅に置いておきたい。
　第二に，既述した通り，使用される Cue（刺激媒体）
の内容は，必ずしも一定の期間をかけたフィールド
ワークに基づくものではなく，市販の映像を使用した
り，そこではナレーションや字幕スーパーが含まれた
りなど，研究者が視聴する側を価値付けたり，方向付
けたりするような状況が伴うことも少なくない。また，
たとえナレーションや字幕スーパーがなくとも，研究
者の関心に基づいた特定の場面が抽出され，用いられ
ることとなる。Cue（刺激媒体）の内容が研究結果に
与える影響が大きいことを踏まえると，多声的ビジュ
アル・エスノグラフィーを用いる上で研究者は，Cue

（刺激媒体）の内容，その場面を抽出した経緯，ナレー
ションや字幕スーパーを用いる（用いない）理由など
について自覚し，説明に留意する必要がある。
4-3．本研究の限界と課題
　最後に，本研究の限界と課題を提示する。第一に，
本研究では，既述した５つの分析視点に基づいて，多
様に援用される多声的ビジュアル・エスノグラフィー
の具体を概観した。他方で，収集した文献は，例え
ば，どれほどのサンプルサイズで行われた研究なのか，
フィールド内外の人々と言うとき，どれくらい多様な
人々の語りに耳を傾けているのかなどの分析視点で概
観することもできた。この点は，今後の課題として掲
げておきたい。
　第二に，収集した文献を精査する際，Cue（刺激媒
体）の作成過程や内容，インタビューの形態や方法，
データ分析の方法など，筆者らが知りたい情報が必ず
しも十分に明記されない文献も少なくない。本研究が
そうした限られた情報の中で分析を試みたことについ

ては，自ずと限界があることも自覚しておきたい。

【注】

　以下，収集した23件の文献をすべて掲げる。その際，
本文中で引用していないものも含まれるため，引用・
参考文献と表記する。
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